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■〝核のゴミ〟レポートPART31　

解
体
し
、
各
種
デ
ー
タ
を
取
得
す
る
試
験

　

今
年
３
月
に
第
１
回
準
備
会
合
を
開
催

し
て
お
り
、
本
年
度
下
期
に
は
契
約
の
締

結
を
目
指
す
。
原
子
力
機
構
は「
２
０
２

８
年
度
末
ま
で
に
研
究
を
終
了
す
る
」と

す
る
従
来
の
方
針
は
変
え
て
い
な
い
。

　

幌
延
深
地
層
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
過

去
に
も
海
外
の
機
関
と
の
共
同
研
究
を
実

施
し
た
こ
と
は
あ
る
。
し
か
し
、
今
回
は

処
分
事
業
の
実
施
主
体
で
あ
る
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ

（
原
子
力
発
電
環
境
整
備
機
構
）な
ど
と
協

働
し
て
作
業
を
行
な
う
計
画
に
な
っ
て
お

り
、「
こ
れ
ま
で
の
国
際
的
な
取
り
組
み
と

大
き
く
異
な
る
」（
原
子
力
機
構
）と
こ
ろ

が
特
徴
だ
。

　

２
０
０
０
年
に
当
時
の
堀
達
也
知
事
が

こ
の
施
設
の
立
地
を
受
け
入
れ
た
際
、
核

燃
料
サ
イ
ク
ル
開
発
機
構（
現
在
の
原
子

力
機
構
）と
道
、
幌
延
町
が
交
わ
し
た
深

地
層
研
究
に
関
す
る
協
定
の
第
３
条
に
は
、

「
深
地
層
の
研
究
所
を
放
射
性
廃
棄
物
の

最
終
処
分
を
行
う
実
施
主
体
へ
譲
渡
し
、

又
は
貸
与
し
な
い
」（
原
文
の
ま
ま
）

　

と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
１
９
８
０
年
代

か
ら「
立
地
受
け
入
れ
」に
至
る
経
緯（
後

述
）を
踏
ま
え
、
幌
延
の
研
究
に
Ｎ
Ｕ
Ｍ

Ｏ
を
関
与
さ
せ
ま
い
と
の
決
意
を
込
め
、

道
が
盛
り
込
ん
だ
条
文
で
あ
る
。

　

４
月
18
日
に
札
幌
市
内
で
開
か
れ
た
、

22
年
度
の
深
地
層
研
究
計
画
を
め
ぐ
る
原

子
力
機
構
主
催
の
説
明
会
。
参
加
者
か
ら

次
の
よ
う
な
疑
問
の
声
が
相
次
い
だ
。

「
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
が
幌

延
の
施
設
を
利
用
す
る
こ
と
に
な
り
、
協

定
に
違
反
す
る
の
で
は
な
い
か
」

「
協
定
で
は（
幌
延
の
施
設
に
）処
分
事
業

者
は
入
れ
な
い
。
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
は
何
の
た
め

に
参
加
す
る
の
か
」

「
寿
都
町
や
神
恵
内
村
の
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
職
員

ら
が
幌
延
の
研
究
所
に
立
ち
入
ら
な
い
姿

勢
が
大
事
だ
。
そ
う
で
な
い
と
、
処
分
場

（
の
計
画
）に
引
き
ず
り
込
ま
れ
る
」

　

機
構
側
は「
共
同
研
究
の
活
動
に
は
い

ろ
い
ろ
あ
る
。
協
定
に
違
反
し
な
い
こ
と

を
前
提
に（
計
画
内
容
を
）整
理
し
、
説
明

し
て
い
き
た
い
」（
柴
田
所
長
）な
ど
と
答

弁
。
ま
た
、
４
月
26
日
の
道
と
幌
延
町
が

主
催
す
る
第
１
回「
幌
延
深
地
層
研
究
の

確
認
会
議
」で
、
原
子
力
機
構
は「
協
定
の

範
囲
内
で
共
同
研
究
を
実
施
す
る
」と
の

説
明
を
く
り
返
し
た
。

　

酪
農
の
町
・
幌
延
が
核
の
ゴ
ミ
の
後
始

末
問
題
に
巻
き
込
ま
れ
て
か
ら
、
す
で
に

40
年
ほ
ど
の
歳
月
が
流
れ
た
。

　

幌
延
町
の
有
力
者
が
原
子
力
施
設
の
誘

致
に
乗
り
だ
し
た
の
は
１
９
８
０
年
に
さ

か
の
ぼ
る
。
泊
に
続
く
北
電
の
原
発
や
低

レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
施
設
の
立
地
を
目

論
ん
だ
が
実
現
せ
ず
、
１
９
８
４
年
に
急

浮
上
し
た
の
が
原
子
力
機
構
の
前
身
で
あ

る
動
力
炉
・
核
燃
料
開
発
事
業
団（
動
燃
）

の「
貯
蔵
工
学
セ
ン
タ
ー
」計
画
。
そ
れ
は
、

動
燃
の
施
設
で
発
生
す
る
す
べ
て
の
放
射

性
廃
棄
物
の
保
管
と
、
処
分
研
究
を
進
め

る「
深
地
層
試
験
場
」な
ど
の
建
設
を
セ
ッ

ト
に
し
た
も
の
だ
っ
た
。

　

町
の
幹
部
ら
の
思
惑
に
便
乗
し
た
無
謀

な
計
画
に
対
し
、
北
海
道
ぐ
る
み
の
反
対

運
動
が
盛
り
上
が
り
、
90
年
に
は
道
議
会

も「
設
置
反
対
決
議
」を
賛
成
多
数
で
採
択
。

計
画
は
膠
着
状
態
に
お
ち
い
っ
た
。

　

動
燃
や
政
府
は
構
想
を
練
り
直
し
、
原

子
力
委
員
会
は
94
年
の「
原
子
力
長
計
」で
、

幌
延
の
深
地
層
試
験
場
に
つ
い
て
、

「
…
そ
の
計
画
は
処
分
場
の
計
画
と
は
明

確
に
区
別
し
て
進
め
て
い
き
ま
す
」

　

と
、
初
め
て「
研
究
」と「
処
分
場
計
画
」

の
分
離
を
明
記
し
た
。「
原
子
力
長
計
」の

こ
の
く
だ
り
は
、
そ
の
後
も
改
定
さ
れ
る

こ
と
な
く
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

科
学
技
術
庁（
当
時
）は
98
年
、
核
の
ゴ

ミ
を
持
ち
込
ま
な
い「
深
地
層
試
験
場
」の

単
独
立
地
を
道
に
申
し
入
れ
。
こ
の
提
案

に
も
幌
延
周
辺
の
自
治
体
や
住
民
か
ら
反
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最
終
処
分
事
業
と
一
体
化
す
る「
幌
延
国
際
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　

最
終
処
分
事
業
と
一
体
化
す
る「
幌
延
国
際
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構（
以
下
、
原
子
力
機
構
）が
２
０
２
２
年
度
中
に
幌
延
深
地
層
研
究

セ
ン
タ
ー
で
新
た
に
始
め
る「
国
際
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」は
、
核
の
ゴ
ミ
の「
処
分
研
究
」と「
処

分
場
」を
区
別
す
る
、
従
来
の
原
子
力
政
策
を
変
え
る
転
換
点
に
な
る
だ
ろ
う
。
処
分
事
業
者

の
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ（
原
子
力
発
電
環
境
整
備
機
構
）な
ど
が
幌
延
で
の
試
験
研
究
に
参
入
し
、
原
子
力

機
構
と「
協
働
す
る
」こ
と
に
な
る
か
ら
だ
。
後
志
管
内
の
寿
都
町
と
神
恵
内
村
で
は
処
分
地
選

定
に
向
け
た「
文
献
調
査
」な
ど
が
進
ん
で
お
り
、
幌
延
視
察
を
通
し
て
住
民
の
取
り
込
み
を
は

か
る
動
き
も
あ
る
。
こ
の
ま
ま
道
民
が
座
視
す
る
な
ら
ば
、
な
し
崩
し
的
に
事
が
進
み
、
最
終

処
分
事
業
の
泥
沼
に
足
を
踏
み
込
む
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。（
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
・
滝
川 

康
治
）

危
う
い“
研
究
と
処
分
の
垣
根
”

危
う
い“
研
究
と
処
分
の
垣
根
”

原
子
力
機
構
の
研
究
を
盾
に

原
子
力
機
構
の
研
究
を
盾
に

参
入
す
る
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
の
思
惑

参
入
す
る
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
の
思
惑

幌延深地層研究センターの地下 350 ｍ坑道。ＮＵＭＯなど国内幌延深地層研究センターの地下 350 ｍ坑道。ＮＵＭＯなど国内
外の 10 機関が応募した「幌延国際共同プロジェクト」は、原子力外の 10 機関が応募した「幌延国際共同プロジェクト」は、原子力
機構の研究に相乗りする形で、〝核のゴミ〟最終処分事業との一体機構の研究に相乗りする形で、〝核のゴミ〟最終処分事業との一体
化を図ろうとする化を図ろうとする

　

幌
延
深
地
層
研
究
セ
ン
タ
ー（
柴
田
雅

博
所
長
）の
地
下
２
５
０
メ
ー
ト
ル
か
ら

５
０
０
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
３
カ
所
の
試
験

坑
道
を
使
い
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物

の
地
層
処
分
技
術
に
関
す
る
国
際
共
同
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
す
る
─
─
と
い
う
原

子
力
機
構
の
計
画
に
対
し
、
核
ゴ
ミ
問
題

に
関
心
を
寄
せ
る
道
民
た
ち
か
ら
疑
問
の

声
が
挙
が
っ
て
い
る
。

　

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
８
つ
の
国
と
地

域
か
ら
応
募
し
た
10
機
関（
多
く
は
研
究

開
発
機
関
）が
原
子
力
機
構
の
事
業
に
相

乗
り
す
る
形
で
、
以
下
の
試
験
研
究
に
参

入
し
よ
う
と
い
う
も
の
だ
。

　

①
第
３
紀
堆
積
岩
の
内
部
を
放
射
性
物

質
が
ど
う
移
行
す
る
の
か
、
モ
デ
ル
化
し

て
い
く
た
め
の
試
験（
物
質
移
行
試
験
）

　

②
処
分
坑
道
な
ど
を
配
置
す
る
た
め
の

指
標
や
関
連
技
術
を
体
系
化
し
て
い
く
研

究（
処
分
概
念
オ
プ
シ
ョ
ン
の
実
証
）

　

③
実
規
模
の
人
工
バ
リ
ア
シ
ス
テ
ム
を

「
処
分
事
業
に
引
き
込
ま
れ
る
」と

道
民
が
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
参
加
を
疑
問
視

40
年
間
に
お
よ
ぶ
経
緯
を
省
み
ず

Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
参
入
を
促
す
国
の
意
図

道と幌延町が主催した「確認会議」（４月 26 日）。第２回は５月下旬に開
催予定で、道民の質問に対する「回答」などが示される
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■〝核のゴミ〟レポートPART31　

「住民の皆さんと一緒に振興プランをまとめたい」
と語る座長の小田清さん 幌延深地層研究センターを視察する寿都町「対話の場」委員ら

（ＮＵＭＯの配布資料から）

道の担当者に要請する「幌延〝核のゴミ〟処分研究を検証する会」
のメンバー（３月 30日、道庁で）

対
の
声
が
強
か
っ
た
が
、
道
は“
核
抜
き
”

条
例
の
制
定
を
検
討
す
る
一
方
で
、
協
定

の
締
結
を
担
保
措
置
と
位
置
づ
け
、
立
地

受
け
入
れ
に
走
っ
た
。

　

道
が
狙
っ
た
周
辺
自
治
体
を
含
め
た
協

定
締
結
に
対
す
る
反
発
は
根
強
く
、
幌
延

以
外
の
町
村
は
協
定
に
関
わ
る
こ
と
自
体

を
拒
否
。
結
局
、「
３
者
協
定
」に
せ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
─
─
。
そ
ん
な
経
緯
が
あ

る
だ
け
に
、「
…
実
施
主
体
へ
譲
渡
し
、
又

は
貸
与
し
な
い
」に
は
、「
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
を
関

与
さ
せ
た
く
な
い
」と
い
う
、
当
時
の
道

担
当
者
ら
の
意
向
が
強
く
に
じ
む
。

　

こ
う
し
た
歴
史
を
よ
く
理
解
せ
ず
、
政

府
や
原
子
力
機
構
は
新
た
な
共
同
研
究
に

Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
の
参
加
を
促
し
、
道
が
追
認
し

よ
う
と
し
て
い
る
の
が
実
態
だ
。

　

昨
年
10
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た「
エ
ネ

ル
ギ
ー
基
本
計
画
」で
は
、
幌
延
の
施
設

に
つ
い
て
次
の
文
言
を
初
め
て
記
し
た
。

「
国
、
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
、
Ｊ
Ａ
Ｅ
Ａ（
原
子
力
機

構
）等
の
関
係
機
関
が
、
全
体
を
俯
瞰
し

て
、
総
合
的
、
計
画
的
か
つ
効
率
的
に
技

術
開
発
を
着
実
に
進
め
る
。
こ
の
際
、
幌

延
の
深
地
層
研
究
施
設
等
に
お
け
る
研
究

成
果
を
十
分
活
用
し
て
い
く
」

　

つ
ま
り
、
３
者
が
一
体
に
な
り
、
幌
延

で
の
最
終
処
分
関
連
事
業
を
積
極
的
に
推

進
す
る
、
と
宣
言
し
た
も
同
然
だ
。
従
来

の「
区
別
す
る
」路
線
を
転
換
し
、「
幌
延
で

は
何
で
も
あ
り
」の
時
代
に
移
っ
た
。

　

原
子
力
機
構
は「
協
定
を
遵
守
す
る
」

「
28
年
度
末
ま
で
の
研
究
期
間
内
に
終

了
し
た
い
」「
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
が
参
加
し
て
も
、

我
々
が
設
定
し
た
課
題
の
範
囲
内
で
研
究

し
て
も
ら
う
」な
ど
と
説
明
し
て
は
い
る
。

　

札
幌
市
内
で
開
か
れ
た
第
１
回
確
認
会

議
。
道
か
ら
の「
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
に
幌
延
の
研

究
所
を
貸
与
せ
ず
、
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
の

か
？
」と
の
質
問
に
対
し
、機
構
側
は
、

「
試
験
項
目
の
計
画
立
案
、
デ
ー
タ

整
理
、
モ
デ
ル
化
・
解
析
、
試
験
結

果
の
評
価
を
行
な
う
こ
と
を
予
定
し

て
い
る
。
そ
の
た
め
、（
施
設
を
）貸

与
せ
ず
と
も
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
は
そ
の
役
割

を
果
た
せ
る
。
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
が（
上
記

に
関
す
る
）必
要
な
現
場
確
認
や
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
す
る
議
論
、
打
ち

合
わ
せ
を
行
な
う
こ
と
は
あ
る
が
、

現
場
作
業
の
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
」

　

な
ど
と
回
答
を
読
み
上
げ
た
。
協

定
違
反
の
指
摘
を
す
り
抜
け
る
詭
弁

と
い
え
る
。

　

２
月
下
旬
に
鈴
木
直
道
知
事
に
対
し
、

Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
の
参
入
中
止
を
原
子
力
機
構
に

求
め
る
よ
う
要
請
し
た「
幌
延“
核
の
ゴ

ミ
”処
分
研
究
を
検
証
す
る
会
」の
家
倉
博

代
表
が
こ
う
指
摘
す
る
。

「
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
幌
延
の
処
分

研
究
に
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
が
参
入
す
る
た
め
の
隠

れ
蓑
。
参
入
に
よ
っ
て
実
質
的
な
研
究
内

容
が
変
わ
る
こ
と
が
問
題
な
の
で
す
。
Ｎ

Ｕ
Ｍ
Ｏ
が
計
画
立
案
な
ど
に
携
わ
る
こ
と

で
、
処
分
地
の
適
性
を
見
定
め
る
研
究
に

な
り
、
従
来
の
基
盤
研
究
か
ら
逸
脱
し
、

（
処
分
場
建
設
の
た
め
の
）実
質
的
な
精
密

調
査
へ
の
移
行
を
意
味
す
る
。
幌
延
の
施

設
は
地
上
・
地
下
と
も
協
定
の
対
象
で
あ

り
、『
必
要
な
現
場
確
認
』や
打
ち
合
わ
せ

な
ど
も
第
３
条
に
抵
触
し
ま
す
」

　

Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
は
昨
年
来
、「
文
献
調
査
」が

進
む
後
志
管
内
寿
都
町
と
神
恵
内
村
の
住

民
ら
を
幌
延
視
察
に
連
れ
出
し
、
原
子
力

機
構
側
も
そ
の
動
き
を
歓
迎
し
て
い
る
。

共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
参
入

は
、「
処
分
研
究
」と「
処
分
場
の
事
業
」の

垣
根
を
取
り
払
う
端
緒
に
な
り
か
ね
な
い
。

こ
の
問
題
は
５
月
下
旬
の
第
２
回
確
認
会

議
で
引
き
続
き
議
論
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
の

動
向
を
道
民
が
し
っ
か
り
監
視
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
だ
。

「
核
の
ゴ
ミ
を
埋
め
る
よ
り
、
住
民
の
手

で“
地
域
の
宝
”を
掘
り
起
こ
そ
う
」と
４

月
17
日
、
泊
原
発
の
地
元
４
町
村
と
最
終

処
分
地
の
選
定
に
向
け
た「
文
献
調
査
」が

進
む
寿
都
町
と
神
恵
内
村
の
住
民
グ
ル
ー

プ
、
地
元
有
識
者
、
札
幌
な
ど
の
研
究
者

が
連
携
し
、「
原
子
力
マ
ネ
ー
」に
頼
ら
な

い
地
域
振
興
プ
ラ
ン
を
作
成
し
て
い
く
検

討
委
員
会
の
初
会
合
が
岩
内
町
内
で
開
か

れ
た
。

　

今
年
１
月
に
発
足
し
た「
泊
原
発
立
地

４
町
村
住
民
連
絡
協
議
会
」（
佐

藤
英
行
代
表
）が
設
立
準
備
を

進
め
て
い
た
。

　

１
９
８
９
年
に
運
転
を
開

始
し
た
泊
原
発
は
、
耐
用
年

数（
40
年
）が
10
年
以
内
に
迫

り
、
期
限
切
れ
以
降
に
向
け
た

「
原
発
に
依
存
し
な
い
地
域
振

興
策
」の
策
定
が
求
め
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
今
秋
に
は
２
年
間
の

「
文
献
調
査
」が
終
了
し
、
次
の

段
階
の「
概
要
調
査
」に
入
る
前

に
、
寿
都
町
で
は
住
民
投
票
が
行
な
わ
れ

る（
先
月
号
参
照
）。
鈴
木
直
道
知
事
は
最

終
処
分
場
を
め
ぐ
る
調
査
に
反
対
の
意
思

を
表
明
し
て
い
る
が
、
今
後
、
知
事
の
交

代
な
ど
で
問
題
が
再
燃
す
る
可
能
性
が
あ

る
─
─
。
同
協
議
会
は
こ
う
し
た
状
況
を

踏
ま
え
、
地
域
づ
く
り
プ
ラ
ン
の
意
義
を

少
し
で
も
広
め
、
住
民
投
票
に
も
反
映
さ

せ
る
た
め
に
動
き
だ
し
た
と
い
う
。

　

検
討
委
の
構
成
員
は「
協
議
会
の
メ
ン

バ
ー
」「
地
域
の
有
識
者（
農
漁
業
関
係
者

協
定
違
反
の
指
摘
交
わ
す
詭
弁
に

「
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
参
入
の
隠
れ
蓑
」の
声

※筆者のＨＰ「滝川康治の見聞録」https://takikawa-essay.com/ に本シリーズの過去記事を収録しています。ご参照ください。

や
歴
史
文
化
の
精
通
者
、
行
政
経
験
者

ら
）」「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
北
海
道
地
域
・
自
治

体
問
題
研
究
所（
河
野
和
枝
代
表
理
事
）の

研
究
者
」の
３
分
野
か
ら
24
人
。

　

地
域
の
人
た
ち
と
泊
原
発
の
廃
炉
を
め

ぐ
る
学
習
会「
廃
炉
塾
」を
続
け
て
き
た
、

小
田
清
さ
ん（
北
海
学
園
大
名
誉
教
授
・

地
域
開
発
政
策
論
）が
検
討
委
の
座
長
に

就
任
し
た
。

「
わ
た
し
た
ち
は
、
岩
宇
４
町
村
と
核
ゴ

ミ
調
査
地
域
に
分
け
て
原
発
設
置
後
や
文

献
調
査
後
の
地
域
の
変
化
、
本
州
の
原
発

地
域
の
経
済
や
社
会
の
変
化
な
ど
を
調
べ
、

今
後
の
地
域
社
会
の
あ
り
方
を
考
え
て
い

き
ま
す
。『
地
域
振
興
プ
ラ
ン
』は（
研
究
者

任
せ
に
せ
ず
）検
討
委
の
全
員
で
ま
と
め

て
ほ
し
い
。
わ
た
し
と
し
て
は
、
茨
城
県

東
海
村
を
対
象
に
調
査
を
進
め
、
こ
の
地

域（
５
町
村
）と
比
較
す
る
た
め
の
資
料
な

ど
を
集
め
ま
す
。
全
国
の
地
域
づ
く
り
先

進
事
例
も
参
考
に
し
て
、
皆
さ
ん
と
一
緒

に
振
興
プ
ラ
ン
を
創
り
た
い
」

　

小
田
さ
ん
が
こ
う
呼
び
か
け
る
と
、
出

席
者
か
ら
次
の
よ
う
な
提
案
が
続
い
た
。

「
夏
に
泊
原
発
の
再
稼
働
を
認
め
な
い
イ

ベ
ン
ト
を
や
っ
て
き
た
が
、
今
年
は
音
楽

抜
き
の
集
会
を
岩
内
で
開
き
た
い
。
振
興

プ
ラ
ン
の
中
間
検
討
と
絡
め
て
実
施
で
き

な
い
だ
ろ
う
か
」（
後
志
管
内
の
住
民
団
体

メ
ン
バ
ー
）

「
道
内
初
の
小
水
力
発
電
所
の
歴
史
が
あ

る
岩
内
町
の
郷
土
館
で
は
、
小
水
力
の
展

示
を
や
っ
て
い
る
。
神
恵
内
村
に
も
小
水

力
に
適
し
た
場
所
が
あ
り
、
地
域
の
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
供
給
す
る
道
を
考
え

て
は
ど
う
か
」（
北
大
の
研
究
者
）

「『
人
を
ど
う
生
か
し
て
い
く
の
か
？
』と

い
う
視
点
が
必
要
。
福
祉
や
高
齢
化
の
問

題
が
大
切
で
あ
り
、
長
野
県
な
ど
に
先
進

事
例
も
あ
る
。
そ
れ
ら
も
参
考
に
し
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

の
メ
ン
バ
ー
）

　

検
討
委
は
６
月
25
日
、“
原
発
銀
座
”の

福
井
県
美
浜
町
で
地
域
づ
く
り
活
動
に
取

り
組
む
松
下
照
幸
さ
ん（
美
浜
町
議
）の
講

演
会
を
開
催
す
る
。
そ
の
後
、
検
討
委
メ

ン
バ
ー
に
よ
る
地
域
調
査
や
振
興
プ
ラ
ン

の「
骨
子
案
」の
検
討
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
含
め
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
に
取
り
組

み
、
今
秋
中
に
中
間
報
告
書
を
ま
と
め
た

い
と
い
う
。

　

寿
都
と
神
恵
内
の
首
長
た
ち
が「
概
要

調
査
」に
走
っ
た
背
景
に
は
、
洋
上
風
力

発
電
計
画
に
対
す
る
期
待
感
や
人
口
減
に

よ
る
将
来
不
安
な
ど
が
あ
る
。
そ
ん
な
中

で
自
前
の
振
興
プ
ラ
ン
を
ま
と
め
、「
原
子

力
マ
ネ
ー
」に
頼
ら
な
い
生
き
方
を
探
る

住
民
た
ち
の
取
り
組
み
は
貴
重
だ
。

「
原
子
力
マ
ネ
ー
」に
頼
る
こ
と
な
く

住
民
の
手
で「
地
域
の
宝
」の
発
掘
を

泊
原
発
・
核
の
ゴ
ミ
め
ぐ
り
振
興
プ
ラ
ン
の
検
討
に
着
手


